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第1章 総則

適用

  この資料は、「土木用コンクリート製品設計便覧」に掲載された「函・管渠
型側溝」に適用し、北陸地方で生産・供給が可能な各種該当製品の構造諸元を
紹介するものである。

  コンクリート側溝には断面形状として、Ｌ形，Ｕ形，半円形，円形等があり、
構造的にも無筋コンクリート、鉄筋コンクリートの相異のほか、プレキャスト製
品、プレキャスト製品と現場打ちコンクリートを組合せたもの並びに全体を現場
打ちとしたものに区分される。
  本資料は、北陸地方で生産・供給が可能な「函・管渠型側溝」に適用し、その
構造諸元を紹介するもので、もって設計施工の利便に資するものである。

対象製品

  この資料で対象とする函・管渠型側溝は、北陸地方で生産・供給が可能な製
品に限定る。

  この資料で対象とする函・管渠型側溝は、市街地やトンネルの路面排水に用い
る函渠型側溝を対象としているが、多様な利用に備えるため、下水や浅埋設とな
る道路下の排水管に用いられる台付鉄筋コンクリート管も本資料の対象とした。
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第2章 構造特性

函渠側溝

  円形側溝は、Ｌ形とＵ形の機能を合わせ持つように考えられた側溝であり、市
街地等で交通荷重を受ける箇所での使用を前提としている。
  この側溝は、スリットが連続するものや不連続のもの，内空が円形の他に矩形
や楕円形のタイプなど様々あるため、タイプを以下の３タイプに別けて区別する
ものとした。

管渠側溝 (Ⅷ型)

  鉄筋コンクリート管は、用途及び埋設方法により、外圧管、内圧管及び推進管
に大別されるが、鉄筋コンクリート管の規格には以下の種類がある。

・ 日本工業規格、JIS A 5372
(鉄筋コンクリート製品 推奨仕様3-2遠心力鉄筋コンクリート管)

・ 日本下水道協会規格、
JSWAS A-1(下水道用鉄筋コンクリート管）
JSWAS A-5(下水道用鉄筋コンクリート卵形管）
JSWAS A-9(下水道台付用鉄筋コンクリート管）

・ JSWAS A-2(下水道推進工法用鉄筋コンクリート管）
・ JSWAS A-6(下水道小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管）
・ 全国ヒューム管協会規格(JHPAS)

  台付鉄筋コンクリート管は、比較的大きな外圧に対して設計されたもので、底
部を平面状とした台部分を一体とした構造であるため、コンクリート基礎の巻き
立てが不要な構造となっている。

スリットが断続的となっ
ていて、グレーチングを
必要としない構造

区分 構造特性

排水性舗装用
縦断函渠

自動車
専用道路

函渠に配水孔などを設
け、排水性舗装に対応し
た構造

貫通型スリッ
ト式側溝

スリットが連続し、グ
レーチングを有する構造

2-1

2-2

タイプ

タイプ１

タイプ２

タイプ３

一般道路

適用条件

断続スリット
式側溝

該当製品

Ⅰ型、Ⅴ型

Ⅱ型

Ⅲ型、Ⅳ型
Ⅵ型、Ⅶ型

一般道路



第3章 構 造

設計に用いる荷重

  設計に用いる交通荷重は、車両制限令に定める総重量25トントラックとする。

  函渠側溝には、落ちふた式Ｕ形側溝3種(JPCS-RC7253)に準じて、車両が隣接
して走行することはまれで、走行することがあっても一時退避など低速で走行
することを想定しているものや、自動車専用道路を対象とした荷重及び衝撃係
数を設定しているものがあるため注意を必要とする。
  以下に各タイプの荷重条件を示す。

活荷重
車両方向
後輪荷重 Ｐ
衝撃係数 ｉ
後輪接地幅
後輪接地長
土の単位体積重量γ
土圧係数 Ｋ

材料強度及び許容応力度

  ブロック本体に使用するコンクリート強度は、使用する交通状況を考慮して
許容応力度を設定する必要がある。
  使用する鉄筋はＳＤ２９５Ａとする。

  函渠側溝には、落ちふた式Ｕ形側溝3種(JPCS-RC7253)に準じて、車両が隣接
して走行することはまれで、走行することがあっても一時退避など低速で走行
することを想定しているものや、自動車専用道路を対象として許容応力度を設
定しているものがあるため注意を必要とする。
  以下に各タイプの荷重、材料強度及び許容応力度を示す。

許容応力の割増し

許容引張応力度

鉄筋

σck(N/㎜2)

σca(N/㎜2)

τa(N/㎜2)

(SD295A)

1.0 1.0

0.55

160.0 160.0

0.45

Ⅵ型 Ⅶ型
縦断 縦断

30以上 40以上
10.0 14.0

許容せん断応力度

許容圧縮応力度

設計基準強度

コンクリート

車両方向

20.0
0.333

縦断
50
0.0

(kN/m3) 18.0

材料強度及び許容応力度
Ⅱ型

Ⅶ型
Ｔ-25

縦断
50

縦断
50

縦断
50 5050

荷重条件

19.0
0.333

19.0
0.297 0.333

20.0
0.500

50
縦断

36以上

縦断/横断

30以上

18.6
0.297

20.0

縦断
Ⅴ型Ⅳ型

24以上 30以上 30以上

縦断 縦断 縦断
Ⅲ型Ⅰ型

Ⅵ型

0.0
0.50

Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 Ⅴ型

(m)
(m) 0.20

縦断/横断

3-2

3-1

(kN)

Ⅰ型

(m) 0.500

縦断

8.0
0.4(0.8)

0.1/0.30.30.10.3 0.3

10.0
0.45

160.0180.0

11.0
0.50

12.0
0.60

176.0

1.5/1.0

157.0

10.0
0.45

1.0 1.0

160.0σsa(N/㎜2)

1.0 1.5






